令和2年　　月　　日
新富町休業要請等協力金及び支援金支給申請書兼誓約書
新富町長　小嶋崇嗣　殿
新富町商工会会長　井崎美恵子　殿
郵便番号
住所
商号又は名称
代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　印
電話番号
　
新富町休業要請等協力金等（以下、「協力金等」という。）の交付を受けたいので、以下のとおり申請します。また、本申請書の記載内容は真正であり、かつ、協力金等の支給を受けるものとして、以下の事項のいずれの要件も満たしていることを誓約します。
１　誓約事項（以下の誓約事項を確認のうえ、□にチェックを入れてください。）
	□
	新富町内に不特定多数の客が利用する食事提供施設を有する事業者です。

	□
	令和２年７月27日の新型インフルエンザ等対策特別措置法第24条第９項に基づく県の要請に応じ、令和２年８月３日から令和２年８月16日までの間、休業または営業時間短縮（午後５時から午後８時までの時短営業、または午後８時以降はテイクアウトサービス等店舗内若しくは敷地内での飲食を伴わない営業に切り替え、かつ種類の提供は午後７時まで）しました。

	□
	交付要綱第３条第１項第３号から第５号に定める「反社会的勢力に関する事項」のいずれにも該当しません。（暴力団員ではない、暴力団員を自らの業務に従事させ、自らの業務の補助者として使用していない、又は暴力団員による支配を受けていない者ではない。）

	□
	支給申請時点において食事提供施設における営業を廃止していません。

	□
	休業要請等協力金の受給資格の有無の確認にあたり、県及び市町村が保有する公募等を確認することに同意します。

	□
	記載事項の内容について、町からの調査や報告の依頼があった場合には、真摯に協力します。また、虚偽の申立等により協力金等の支給要件を満たさないことが判明し、町から協力金等の返還を命じられた場合は、速やかに返還します。


２　対象（申請）施設の種類
以下の該当する欄の□にチェックを入れてください。
（１）接待を伴う飲食店　⇒　休業要請の対象
	□　スナック
	□　バー
	□　その他（　　　　　　）


　
（２）接待を伴わない飲食店（持ち帰りや宅配を除く。）　⇒　時間短縮営業要請の対象
　　①種類
	□　居酒屋
	□　レストラン
	□　カフェ、喫茶店
	□　食堂

	□　ホテル、
旅館、民宿
	□　イートインスペース
（コンビニ、スーパー等）
	□その他（　　　　　　　　）


　②営業時間等
	
	営業時間
	酒類提供時間
	イートインスペース利用等

	変更前
	～
	～
	～

	変更後
	～
	～
	～


３　ガイドラインの遵守について（内容を確認のうえ、□にチェックを入れてください。）
	□
	感染予防のため、ガイドラインの遵守を誓約します。

	□
	上記誓約について、事業所名等を公表することに同意します。


４　新富町内の食事提供施設（店舗等）について
	食事提供施設（店舗等）の名称
	住　　所

	
	

	
	

	
	


　※１つの事業者が複数の食事提供施設（店舗）を有する場合、まとめて申請できます。
５　本申請に関する連絡先
	部　　署
	
	担当者氏名
	

	電話番号
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６　添付書類
(１)　休業要請等協力金及び支援金請求書
(２)　上記、請求書記載の振込口座が確認できる書類の写し（通帳のコピー等）
　　　  ※銀行、支店（出張所名）、預金種別、口座番号、口座名義（カタカナ部分）がわかるようにコピーしてください。
(３)　申請者本人が確認できる書類（免許証、マイナンバーカード、健康保険証等の写し等）
(４)　営業の実態が確認できる書類
　　　○直近１期分の確定申告書の写し
○税務署提出の開業届の写し又は法人設立届け出書の写し（令和２年１月以降に開業した場合）

※令和２年７月27日時点で開業していない、交付申請時点で営業を廃止していない等、営業実態が確認できない場合は支給の対象となりません。
(５)　食品衛生法に基づく営業許可書の写し

　(６)　休業もしくは時間短縮営業したことが分かる書類
※対象期間に休業又は時間短縮営業（営業は午前５時から午後８時まで、かつ酒類の提供は午後７時まで）を行ったことが確認できる店舗等での告知、ポスター類の写真又はホームページの写し等
(７)　店舗の外観及び内観の写真（飲食スペースが確認できるもの）
(８)　その他町が必要と認める書類[image: image1.png]



